
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みやき町立三根西小学校 学校だより 文責 校長 松尾 尚子 

令和６年 10 月 ４日 

第７号 

 

 

みかわの子みかわの子みかわの子
酷暑の夏に終わりを告げ、秋の気配が感じられるようになりまし

た。熱中症予防のため、長いこと昼休みに運動場で遊ぶことができ 

ませんでしたが、10月に入り、外で思いっきり体を動かして遊ぶ姿が戻ってきました。 

 10月の全校朝会では、実りの秋として、「スポーツの秋」を取り上げて話をしました。話題は、８月に

さかのぼり、パリオリンピックに出場したスケートボード選手の四十住さくらさんです。2020 年の東京

オリンピックでスケートボードが種目に加わり、初の金メダルを獲得した四十住さん。パリでは２連覇

が期待されましたが、結果は、まさかの予選敗退。しかし、さくらさんの発した言葉は、オリンピック後

も注目され、多くの人々から称賛されたのです。 

 四十住さんは予選２組が終わった時点で、４位。この後、予選３組に出場する選手の状況によって決

勝進出が決まります。インタビュアーが「予選３組の結果を待つ、今の気持ちは？」と尋ねると、「最後

まであきらめません。決勝にいきたいです。でも…人の失敗は祈りたくないので」と答えました。この返

答に「立派だ」「かっこいい」「スポーツマンシップを讃えたい」という声が続々と届きました。勝負の世

界は厳しいです。そのような極限で、とっさに出てくる言葉には、四十住さんが日頃感じていること、大

切にしていることを表しているように思います。 

さて、いよいよ 10月 26日（土）は、三根西小の体育大会です。校長先生は、「かっこいい」「立派だ」

「スポーツマンシップを讃えたい」と、皆さんからの声が届くような体育大会にしたい！と話しました。

そのためには…【自分の力を出し切る】【自分の役割を果たす】【スポーツマンシップの気持ちで臨む】

走ることや踊ることが得意な人もそうでない人も、自分の力を精一杯出し切ることが立派です！ 

大勢の前で活躍する人も、見えないところで丁寧にしっかり自分の仕事をやり遂げる人も、かっこいい！

公正なプレー、競う相手も同じ仲間というスポーツマンシップの気持ちで取り組むことが素晴らしい！ 

体育大会を通して、子供達一人一人の活躍・成長が感じられることを願っています。代表委員会で子

供達が考えた『一致団結！一生けん命走りぬけ 笑顔輝く 三根西っ子』のスローガン。三根西っ子と

私の思いは同じです。 

実り多い秋に！ 

民生委員さんといっしょに「みやき町防災避難訓練」 

９月 24 日（火）民生委員さんの企画・運営によ

る「みやき町防災避難訓練」が行われ、４年生の子

供達が参加させていただきました。今回の避難訓練

は、三根西小と三根東小の４年生が合同で参加し、

日本赤十字社の方にご指導いただきました。 

講話を通して自助・共助について学び、いつ起こ

るかわからない災害に備え、自分で自分の身を守る

こと、災害の時は、みんなで助け合う環境やコミュ

ニケーション力が大切だということを学びました。 

 民生委員の皆様、ありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝のさわやかな 子供達の姿 

◇朝登校して来る 1年生を見ていると、ずいぶん歩くのがたくましくなったなあと感じま

す。ちょっと早歩きになりがちな上級生にも、離れずに歩くことができるようになってきて

います。荷物を持ちつつ傘をさして登校する梅雨空の朝も、こめかみから流れる汗をふきな

がら歩く夏の朝も、小さな歩幅を忙しく動かして歩く 1年生。日々の積み重ねは、人をた

くましくしますね。厳しい暑さの中、遠い地区から歩いてくる 1年生のランドセルを、後

ろからそっと持ち上げ軽くしてあげながら登校する上級生がいました。1年生のスピードに

合わせて歩き、校門にたどり着くと「頑張ったね」「お茶飲む？」と気遣う上級生の様子を

見て、心がほっこりしました。やさしさいっぱいのぽかぽかアクション、素晴らしいです。 

◇猛暑でダイズ病害虫の『夜盗虫（やとうむし）』が大発生。夜盗虫は、朝、道いっぱいに

出没するので、子供達の登校を遮ってしまいます。私も初めて見たのですが、ぞっとする大

量な数でした。「怖い！」「気持ち悪い！」と泣き出す子もいたそうですが、サポーターさん

にも見守っていただき、無事に学校へ到着。一人だったらとても前には進めそうにありませ

んが、みんな一緒だから乗り越えられたのですね。登校班の子供達の、心のつながりを感じ

ます。 

１日(火) 後期開始 
     三養基地区道徳部研修会 

（３の１道徳科公開授業） 

２日(水) なかよしアンケート 
３日(木) 後期縦割り班掃除始まりの会  
４日(金) 読み聞かせ 

リコーダー講習会（3年） 

７日(月) 三根中入学説明会（6年） 
８日(火) 佐賀 2024観戦（4～6年） 
９日(水) フッ化物洗口 
     三養基地区体育部研修会 

    （１の１体育科公開授業） 

１０日(木) 三根中生徒挨拶運動（～11日） 
１４日(月) 祝 スポーツの日 
１５日(火) 体育大会練習開始 
２１日(月) 体育大会係打ち合わせ⑥ 
２５日(金) 体育大会準備 

 13：30下校（1～4年） 
      15：40下校（5・6年） 
２６日(土) 体育大会 
          の時、26日午前中授業 

27日に順延  

２８日(月) 代休 
２９日(火) 生活朝会、弁当の日 
３０日(水) フッ化物洗口 

『りんごかもしれない』 

出版社：ブロンズ新社 

『ふたりの ももたろう』 

出版社：ドリームインキュベータ 

ある男の子が、１つのリンゴを見て、とある疑

問を抱いていました。「もしかしたら、これは 

りんごじゃないかもしれない」「これはりんご

のロボットかもしれない」「りんごには、兄弟

がいるのかもしれない」男の子の疑問はどんど

ん広がり続け、不思議で面白い想像がたくさん

生まれます。想像することがどんどん楽しくな

る本です。（筬島） 

 

 

 

 

 

 

 

一つは、川から流れてきた大きなももが、お

ばあさんに拾われ、なかまをあつめて鬼たい

じにいくという、みんなが知っている物語。 

もう一つは、川から流れてきたももが、もし

も、おばあさんに拾われずに鬼ヶ島まで流れ

ついてしまい、ももたろうが鬼に拾われ、育

てられたらどうなるかの物語。 

高学年にもおすすめです。（有内） 

 

 

 

 


